






小島翔 1)、宮口翔太 1)、立木翔太 1、 2)、齊藤慧 1)、 














（22.54 ± 2.47 歳）であった。機械的触圧覚刺激による介
入は、ピエゾ型機械的触圧覚刺激装置および点字様刺激ピ
ン 24 本を用いた（図 1A）。介入部位は右示指の指腹とし、














因に主効果を認め（F(1,10) = 12.53、P = 0.005）、さらに両
者間に交互作用（F(1,10) = 13.61、P = 0.004）を認めた。 
単純刺激条件時の手指運動機能は、12.82 ± 1.06 本（介入
前）および 13.18 ± 1.35 本（介入後）となり、介入前後で
有意な変化は認められなかった（図 2）。一方、複雑刺激条
件時の手指運動機能は、12.55 ± 1.46 本（介入前）および
13.85 ± 1.13 本（介入後）となり、介入前に比べ介入後で















図 1 介入方法（A）および手指運動機能評価（B） 
図 2 単純刺激介入前後の運動機能変化 
図 3 複雑刺激介入前後の運動機能変化 
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